
共生社会の実現を推進するための認知症基本法
（三十七の条文および附則）

＜目的＞

•認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認
知症施策を総合的かつ計画的に推進

•共生社会の実現を推進

＜共生社会の定義＞

•認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、
相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会

認知症の有無の線引きなし

当事者参画を重視



新しい認知症観
• 「認知症になったら何もできなくなる」

↓

新しい認知症観
• 「できること・やりたいことがあり，住み慣れた地域で仲間とつながりながら，
役割を果たし，自分らしく暮らしたいという希望があることなど，認知症の
人が基本的人権を有する個人として認知症とともに希望をもって生きると
いう考え方」

認知症施策推進基本計画（素案）



川崎医科大学高齢者医療センター × 川崎医療短期大学

認知症の人の活躍推進事業
当院

本人ミーティング
家族ミーティング

川崎医療短期大学

認知症カフェ
・ 学生ボランティア・教官
・ 医療専門職(当院)
・ 地域包括支援センター
・ 地域住民
・ 認知症の人と家族の会

当院と地域

就労支援
・ 両立支援コーディネーター(当院)
・ 若年性認知症コーディネーター
・ 地域包括支援センター
・ 認知症サポート企業
・ 学生ボランティア
・ 地域住民

当院

ピアサポート活動
家族ピアサポート活動

・ ピアサポートコーディネーター
・ 外来看護師

・地域包括支援センター
・ケアマネージャー



ピアサポート活動・本人ミーティングの開催

毎月 第3土曜日 午前10時から

事前申し込み必要

川崎医科大学高齢者医療センターにお越しください



本人ミーティングの様子



ピアサポート活動・個別相談の開催



ピアサポーターにはこんな人がいます

Tさん；80歳代

不安を覚えながらも、認知機能が低下していく

ことを受け入れている

Sさん；70歳代

お話し好き

じゅんさん；60代

現状を受け入れ、前向きに生活している



家族ピアサポーターにはこんな人がいます

どんさん；50歳代女性、医療専門職

アルツハイマー病の義母と同居

その後施設で看取り

おーさん；60歳代女性、医療専門職

アルツハイマー病の配偶者と生活

その後自宅で看取り



川崎医科大学高齢者医療センター
“チームピア”をどうぞよろしくお願いいたします

コーディネーター

（大西・秋山）

外来看護師

（長岡・谷・南・安井）

患者診療支援センター

（篠原・美甘・木下）



”こもれびカフェ“もやっています



”こもれびカフェ“もやっています

偶数月土曜日 午前10時から

申し込みが必要な場合があります

当院の患者支援センターにお電話ください



”こもれびカフェ“の様子



川崎医科大学高齢者医療センター

“チームピア” （ピアサポートワーキングチーム）
と

“チームいこい” （カフェワーキングチーム）を

どうぞよろしくお願いいたします


